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2. P. thunbergiiぞ雌性親とした 5Fl雑種一-P.ff性親は P.massoniωla， P. t日b1uaef O1'mis， 
P. luchue制 is，P. taiw側 ensis，P. khas仰一一ーはいずれもマツパノタマパスの力rl援をうけ，とくに，
P. tl凶作bel'gix P. massonia党時 (F1)，P. tlwnbe1'gi'i x P. tabulaeformis (F1)， P.thu匁bel'giix
P. khasya (F1) では，両親より誠容が激しかった。
3. マツバノタマパエの出棋は 2針諜の各積のみならず P.抑制anensis，P. khas抑，P. 
th1ωbel'gi x P. khas抑 (l!¥)， P. l'沼w自似adi匂日t拘品 の3針.]粥誕iにこも?形陛j成潟されてい1た'工ニ
4. マツバノタマパヱのm~嬰が形成された針撚は，いずれも紙被詩書l'取より矧く，平均して正
常裂の35"-'45%の長怠のものが多かった。正常rr~の仰い P. syl開stl・isや P.mU{foでは，被持sil‘
:熔も約70%の長おで，]E常誕と大きな援はなかったが， とくに針誕の長い P.11w!wensisゃ P.
y1ennanensぬでは，その30%も伸長していなかった。







マツバノタ γパエ (l'hecodiplosisjaponensis Uehid乱 etIllouye)は，アカマツ，クロマツ全力fI
し， f浪られた地域で発生していたが，次第に発住地域を拡l，f，広島jEL下での大発が縫;器され
るなど，各地で自立つようになってきたヘ加えて， 1:本lこ導入されている P.l'esinosa， P. mω-
80ni日間など数磁の外悶践マツ舎も力1脅することが確認され7子。その後，報者らおによるマツ尉
の観察の純泉，マツバノタマパスの窃住，加!容により針2誌にEEt1胞が形成会れるのは， 01'・itehfield














P. hw品ngsh品川nsis: 1979年部積， 19841:1~椴殺で，上賀茂試験地lζ見本樹として育てられてい
る。樹高1.5"-2. Omの幼齢水で、みる。
P. y1ln湖沼ensis: 1979年4月播積，上質演説験地のi!r'i舶に 1本生得レ， 樹高約2.0m，幹は地
i然から 3本iζ分かれて株立ちしている。
P. mel'k1/'sI' : (:=j浜誠験地に，胸i海経18.4ω1，樹i向6.1mで1本1":1生7ぎしている。
P. pinιster : nU報でiU，'ij資した見本林のほかに，新しく部対1こ植えられていた樹商1.3 "-2. Om 
の12本の幼齢木である。
P. thu匁bel'gix P. taoul日efo1'1nis(1九): 197711: '1 n xiNJ， 1979"1: 4月播艇で，樹同2.8"-3.5m， 
前期!こ生育している。
，P. thu叫M・giixP. khasya a，) : 197MI: 4月交配， 1979ir: 4月播蔀で，能力Ilおよび央験林で':1:
樹高は1.2"-2. 3mであるO
P. thunoel'giix P. laiwωwnsis (1'¥) : 1982 il~ 4月交配， 1984 iド4月探離で，市均Ilで守，樹
i露五は50'"'-'80cmであるO
P. th1mbergiix P. luch1wns-is (F1) : 1970主I~'1 J=l j寄目立て ;):!J段材;と!ノ
は胸高直後12.0cm，桜潟9.01111こ育っている。
られ，火きい個体












Table 1. Pine spceIes infested with Thecodiplosis 
japonensis and th告白書recof its damages. 
]ヲinespeeies DaI1a5g6B) *Investigated (%) Site 
1. P. resino8a 。""+ K-N 
2. P.nigl'a 5""10 K-N 
3. P.mugo 。"'"'+ K-F 
1. P. pina8ter 0""十 K-N 
5. P. sylvestris 。"'"'+ K-F 
6. P. densiflora 2""10 K-F 
7. P. thunbergii 1"-'10 K-li' 
8. P. massoni，畠持品 10"-'25 K-F 
9. P. taiωane叫sis 5"'"'15 K-F 
10. P.luch叫ensis 20 K-F 
ll. P.h也la叫gshanensis +--25 K-F 
12. P. tabulaeformis 5"'"'10 K-F 
13. P.y叫骨1品nesis 8 K-N 
1. P. khasya 十--5 S-F 
15. P.骨wrlc叫si 十 S-F 
16. P.I'adiai日 。~十 K-N 
17. P. thj~nb. X P. masso. Fl 25"'"'35 K-F 
18. P. th官時b.X P. taiwι?I.Fl 。""12 K-N 
19. P. th叫nb.X P.l叫ch叫.Fl 十""2 K-F 
20'. P. th時叫b.X P. tabulae. Fl 10""35 K-N 
























*; Pere官ntageof infested needles to thc total needl号S
K-N; Kamigamo・NUl'sery，K-F; Kamigm耳0・Field，














P. luchuensis : 見本林に生育している 1 倒体に虫艇は目立った。上到~誠験地では， 本態の
主主予ぎはjゑくない。
P. hw品ngsh品nensis:新しくE1it輔が線認された積で憾栽 18個体のうちの 1倒体に形成された
E弘法iがとくには立った。
P. tabtuaefonnis : P.tlw，nbergiiと大2去のない被宿舎うけていた。
P. y抑包削1
説漉5が槌S つて股|日開j万封i詰3付すす噌るが，jjJjj者・ともに虫~が形成されていた。
P. khasya:本穏は上紫斑試験地では冬の低組のために， 野外では 1苛たない。 I~I浜誠験地の見
本樹として植えられている樹高約 1mの幼齢木で虫4忠告確認した。*簡の針猿は 3針議でi却損奇
形成している。
P. merkusii: :本種も前駆i司様に上賀茂試験地の野外では主主腎不能で， 白浜試験地に 1側体育
っているものに， 1986年はじめて虫蝶在確認した。しかし E以畿は91f・楽器活15ζ形成されずに，針
葉の中間lと作られ，わずかに2例だけであった。
P. J'adiat品:前聞の調査で291j法印こ形成された虫機密確認したが， 今[oJは， E吉川に植えられた
まま大きくなった捌休(胸高密接 10cm，樹潟G.5m)で， 1985:11ミに 3(&1・~(ζ出艇を認めた。本績
も1例だけで， 1986年には虫奇襲は認められなかった。
P. th1tnbc1'giixP. massoniana (Fj) 前闘の訓i査でとくに激しい被審制艇認したが，今i滋も被
目立った。雄性親lとみられた針強中間に形成されたと伝議も多数みられた。
P. thimbergiix P. taiw側 ensis(Fj) 木服は米だ幼齢で，前期で宵'!:Er.j:tのため無被詩側{本も認
められたが， i1IWl:親の感受性から，今後はさらl乙被害が士宮山|ずる可能性がある。
P. th1ωbcrgii x P. luchue悦sis(.B¥) :前邸調査からもれたが，オ>:F1雑瀦の被容はil創設であるo
P. thunbel'giix P. ta加laefo1'?nis(F 1) 本搬の被認も自立工つ方である。 P.thu犯bergiiよりも
感受性と思われる。
P. tlw，況bergiix P. khasya (Fj) :本語TIの被害が今i設|の調査では設も激しかった。 %fl積であるた
めに， 2 (&1'誕と 3(&[.当初f出現するめが，問者ーともに出場が形成されていた。
以上のように前報3) Iこ加えて， 新しくマツ踏41惑と 4Fl縦揺H乙， マツバノタマパょにの方1容が




(球来の比較など)により， ζの被響額が P.coulte1'iではないと判断怠れたので， P. coulteri 
lζ対するマツパノタマパエの加擦のJ務総ぞ取消し，訂正数します。
Critehfield & Little)のマツj潟の分鎖に，今IBl倣:認されたマツパノタマパょこの方1密閉をあては
めると，P. radi日仰を除いて{むのすべての極が151lE節に分けられているうちの Sylvestrω 服部
に合まれ，虫j塑が線認できなかった谷閣は Sylvestl'es耳目i'ii以外の令部節に合まれた(諜… 2)。
20 
'l'able 2. 'fJlC classification o.E genus pinus and tho infestation with 'l.'hecodiplosis japonensis 
S証bge担us， Section， Sub日ection， Sspccies 
Ducal1popinus 





































r-P.l'esinosa P.tl'opicalis P.nigl'α(P.lal'icio) 
! P.held?'cichii P.mllgo P.pinustel' 
P.halep四 sis* P.bruiia P.slllvestl'is 
-Sylvestres --1 P.densiflol'U P. thllnbel'gianu (P. tllllnbel'uii) 
P.massonianu P. tuiwαnensis P.luchuensis 
I P.hwangshunensisP. tahulaefol'misP.lIunnαnensis 
I_P. insula ris(P.khaSlIa) P.mel'kusii 
…P.p仇 S附 P.ta耐 P.echinata*
I P.glabra P.rigid品* P.serotin品! Australes --1 I P少.p也7叫Ige骨8が持* P.elli必'otiμi* Pロ.cω‘イt必b叫6晶
P出in日ωs一引! 一什Pヘ切.0ωccid伽仰州t仙品ω凶lμ陥{ぬs Pλ.ω州 6側?
( ペpμ0叫吋仰州dω伽6ω?附 Pハ官la伽 ωM附{“s 川 J?'eyi*
P.engelrnannii'ド P.d1<mngensis* P.cooperi 
Pondel'osae--' P.rnontezumae* P.hal.tωegii* P. rnicho日cana*
p.pscudostl'ob叫げP.douglasiana P.ieocote 
'-P.la1iJsonが




i…P.I'αd ia ta P.atte制。ta






(ClU'l'CHFIELD & LI'f'l'Ll~) 
Gothic: gall formea specics， *: no gall formed specics・






P. sylvestrisゃ P.pinωterで， 多くの倒体の中の数制体にのみE長療が線認された ζ とは，





















bet'{ji x P. massonia冗:a(F1)で265万，P. 
p初日ste~' で28%， P.抑制側ensisの3長1・誕
で20%と他砲に比べてゆ間に虫:鹿奇形成し
j工会!虫5が悶1:った。 P.resiηosa， P. ni{jra， 
P. mU{jo， P. syl世estris，P. taiwanensis， 








































Fig. L Frequency distributions in lengt!J 




欝 gall-fOl'med needlc in the bottom of 
ncedle 
gall椿formed ncedlc in thc middlc 
pal't of needle 
22 





























Fig. 2. Comparison of length of normal needle (A) and gall-formed needle in the 
bo七tom(B). 
Dotted lin母 in1985 and solid line in 1986 
⑬ω1 a丑d@-1; binate needle，⑬-2 and @同2;ternate needle， 
①....@; see tめl邑 l
200 
多[.誕が短い P.sy~世estris ゃ P. mugoでは，被縫針濃のj認さは正常針踏の70%を越え隠立たな
かったが，針誕の長い額ほど被議針擦と:正常諜との笈が大きく図説つようになるoi設も被擦針-躍





しているものもあり，反面，P. th間 bergii，P. ltwhuensis， P.抑制側ensis2針誕，P. tkunbel'gi 










2.4頭， Park al1d Hyunl5)がアカマツで 4.3'"'-'4.6践と報告し，被害樹1震が異なってもそれ経大





























No. oll.rv.. In 8 901 
Fig. 3-1 and 4-1. Fr母quencydistributions in number of larvae in a gall of 
pinc ne官dlegall midge. 
口 gallil thc bottom of necdle 
宮alin the middle part of needle 
24 州凶:hb久luchu.(F，) 
5 10 5 
P. thunb. x P.talwan. (F ，)10 
20 
P.thunb. 
x P.masso. (F，) 
10 10 
P.thunb. 




? ? ? ? ? ?
15 
P. thunb. x P.khasyo (F ，)
(3 needloB In 0 loolole) 
15 20 
5 
P.lhunb.x P.khasya (F，l 
(2 neodleo In 0 10.lcI0) 
20 25 
No. 01 larvoo In 8 9011 
i沼・岩崎12)が虫桜内最多 20諒i，段根11)が27顕の幼虫ら数えているが，本側査のクロマツ，アカ
マツではこのように多数生息している虫般はみられなかった。 P.thωlbC1'giix P. khasya (F¥)雑
醸の 2針誕の虫艇の 25磁が最多で，閥抗雑種3針挺が 21顕でついで多かった。その他の額で
は11"'-'15顕のものが多かった。 ζのように多数の幼虫が生息している虫艇はすくなく，本翻査で
は， P. hwangshanωsis， P. thuηbe1'gi x P. khasya (li，!)雑種の 2針艇では，比較的多かったが，
地槌では 6"-'7鰐以上の虫艇で，幼虫数は 6頭以下であった。
針~のドf:t聞に作られた虫組内の幼虫数は ， P. massonia加で，平均して 3， 7 斑~， p， thunbel'gi 








蝶の長経，知:楼，長さを測定することによって， その瞭でt虫以紘鍛{の大大‘きさを代我さゼせ.る ζ ととし，
ノギギ、スをj用時いでO仏.1mm悶で
大きいE虫t包」ミぷ4;蝦嬰lにζlはま幼L虫久が多く E強住i忠段忠、している{額填向は明らかlにζ認められるo





































30 10 20 
I P.thunb. 




醐 a耕(/.~ 0 。
叫 a領時g 帥
10 20 




















































10 20 30 40 50 回 70 
10 
P.khdSya 






P.fhunb. 151 x P.kh..y. (F，) 
10 
柏崎
10 20 30 40 関 回 (mm')70 
(4蝿2) Volurr団。f.goU 
Fig. 4-1 and 4-2. Relations of volume (major axis by Ilinor axis by length， 1l1l3) 
且丑4担ulllberof larvae pcr a gal1. 
0; gall in the bottom of binate needle 
.; gall in the bottom of ternate ncedle 




P. l'esinosa， P. syl世estris，P. massoniana， P. taiwanensis， P. labtuaef01・nis，P. pi匁aste1'，
P. hwan{]shanensis， P. Y1l1~nanensis， P. khasyaなどの外悶謹マツでは，幼虫1顕あたりの平均
虫媒体14は5蜘 Sより大きい。とくに P.yt仰nanens~s では，出掛が他都と比べて大きいが，その
大きさの翻りには生，臨幼虫数が悶立つですくない。幼虫1顕あたりの平均虫掛体積は 2針諜で
6.2mm3， 3 i¥tl・誕で 10.8mm3となった。 P.ltwhuensisは関内陸府組と似たような虫般を形成してい
る。
P. thunber・{]iと交記して持られた各1<'1 ~g織では， m離の大きさと幼虫数の関係は，地位親







上のグループと…致ずる ζ とを明らかにすることができた。 ζのグループに屑ずる
いては， とくに今後注意奇払う必裂がある。 P.thunbel'gi ~ JlfíÊ~:綴とした 5 F1雑磁については，
P. mas80ni仰向 P.tab1Uaefonnis， P. khasyaとの交配雑離で，とくに肉親より激しく被容伝う
ける傾向がみられた ζとは，今後の ζれら Fl雑植の利用にI*Jして情;留しなければならないであ
ろう o
文献
1 ) さな悶森林病息飲議妨除協会:森林防波liU皮史. 6"'-' 7， 1978 
2) 流沢さ待機:長崎県におけるマツバノタマパヱ一一被怒分有?と松r~ の抵抗倣について一一.森林防波.
13. 201"'-'204， 1964 
3 ) 市野球洲・磁叡晃一.，外国j%(f"i'ツ潟の鼠容に関する研究第5報 マツバノタマパエの加容について.
京大在高級.50. 12"'-'23， 1978 
4) CRITCHFI詑LD，W. B. & Little， E. L.， JR.: Geographic Distribution or thc Pine or the WOl'ld. 
U. S. FOl'est Serv.， 97pp， 1966 
5) 古野来世If::京大上賀茂試験地 t<:!:j~予ぎしているマツ廊の車l'裂の7陽線について. EI林関間文秘. 25. 133 "-
135， 1974 
G) 1'1:1弁~・ jJ謀本博次・災鍋逸平・w;~i:飽3J: クロマツ×カーシャマツ雑加について. 日林i総 64.359""-
361， 1982 
7) SHAW， G.R.: Thc Genus Pinus. Itivel'side Pl'es. 96pp， 1914 
8) お~Þl議次:マツ潟分類の111検討.アカマツに関する研究論文M. 111""142， 1954 
9) 王立野東洲・閉そp?Ji:縦災:{Il副長期iζ切断容れたアカマツおよびクロマツ針策の伸長について. 日林総.42. 
435""440， 1960 
10) 大衡誠…・j:þl~f:~ ・終弁泌93: マツ胤の針濃の伸長について.京大級終戦. 1. 58""68， 1976 
11) 段級発…:マツバノタマパょにの生態学的研究第i級生活史!向性.林滋liJf報.341. 1""25， 1986 
12) 小間久:Ii:・治的j翠:マツバノタマパエ(マツノゴパイシパヱ)tζ関する研究(鍛1戦)熊本地方におけ
る生活5た.材¥1試iJf報.59. G7""84， 1953 
13) 永井巡:マツバソタマパエのゴール内の幼虫数.森林i箔疫.19 (3). 30， 1970 
14) 念永苦手太郎・首m成殺:マツバノタマパヱの生態1<:闘する研究(I)務紛幼虫WJの死亡E祝日林九州支
論.25. 192""193， 1971 
15) PARK， IC.N. and J. S. HYUN: Studies on the popnlation dynamics or pine needle gall midge， 
l'hecodiplosis japonensis Uchida et Inouye. Ites. Rep. For. Res. Inst. ICorea. 24. 91""104， 1977 
一一級ぽ拡英文j衛星芸一一
Resume 
'l'he' attacks of J upal1ese pil1e l1eddle g-ull midg-e， 'lhecodiplosis japo党側sisUchida et Il1ouye， 
upon the cxotic pil1cS had been observed at the two Bxpcril1cntul Statiol1s of Kyoto Ul1ivcr-
sity， Kal1ig'ul1o in Kyoto prefecture und Shir叫lUl1ain Waku)叩 naprefccturc il1 1985 al1d 
1086. 
The rcsults obtained frol1 this il1vcstigations wcre as follows: 
1. Sixteen pine species und five Fl hybrids wero infested with the lurvae of pine needle 
g'ul l1idg-e. The developl1ent of g白allswere observed l10stly Il1 the bottol1 of needle covered 
with the leaf sheuth， only a few in the l1iddle purt of the needle. 
28 
2. All g'ul huc1 been fOl'lI1ed in both of the binate nnc1 the tel'nute neec11es in a fasicle of: 
susceptible pines to this gaIl lI1ic1ge. 
3. 'rhl'e Fl hybl'ic1s of P. tk悦匁bergiix P. massoηぬnaFl， P.ilw匁bel'gix P. tablllaefm'mis 
Fl anc1 P. tlwnbergii x P. khasya Fl hac1 been infestec1 severely with this pest as eompared 
with these pal'ents. 
4. Fifteell pines except P. radiata infested with this gall midge have bel clnssified Into 
subsection“Sylvestl'es" by Critchfield & Little. 
5. 1'1むIengthof gall fOl'J1led ledle was shorter than that oI the nOl'mal ncedle in 11 
dll1agcd pincs. Thllt is， itslength showed frol1 30% to 70% IlS eompa1'ed with JlOl・mll
needle lellgth and there were obsel'ved many gall forl1cd needle il1 35'"'-'4.5% to thc nOl'mal. 
6. 'l'h巴numb邑rof larvae was in maxiおmum25 in乱g乱Iof the b】im乱ten日edleof P. th印T旬'J，~匁lbergiμ{ 
x P. "仙'chωU仰品 IれF九1hy凶b1'凡児川l'吋サid.In札w判e1'悶Ilg刈 the 1乱似l'va印号 pel' a g'al were 3.5"'" 4.5 01' m11n，)' pilJes 
gcncl'al，)' . 
7. It scem ecl th乱tthe l1umbel' of lar・vaebecamc 1l101'e numel'OUS in propol'tiol to the volum日
of gall. 
Plute r 
Platc J and II 
Val'iol1s galls in thc Ilecdlcs 01' sixtccn pil1cS aml fivc 1"1 h~'ltl' id ぉ
in !'<明tcdwIth ，fa]l乱Il<'SCpinc Ileedlc gall mId日仏
29 
???? ?
Plutc T1 
